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ドン・アレハンドロ・シリロ・ペレス・オクスラ

マヤの伝統文化を正しく継承する長老の一人であり、

グアテマラ共和国内におけるマヤ族の男性・女性長老、

総勢約450名から構成される「グアテマラ先住民長老評議会」および、

北米・中米・南米に存在する先住民族で構成される

「アメリカ大陸先住民族長老評議会」の代表。

マヤ暦とその預言の保持者「デイ・キーパー（Day Keeper）」でもある長老は、

メッセンジャーとして世界中で活動しながら、

「グアテマラ政府先住民特別大使」としての任務を担っている。

「ワカテル・ウチュウ（さすらう狼）」とは、長老のマヤ語での名前。
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アレハンドロさんによる「火の儀式」。この写真は、海外で執り行われた時

のもの。人々はサークル状に炎を取り囲み、祈りを捧げる。「火の儀式」

は人類を目覚めさせるためのものであり、人々の心に宿る炎を活性化させる

という意味がある。
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長老たちの
スピリチュアル・セレモニー
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──どんな映像作品を制作中なのですか？

　５年間、アレハンドロ長老に密着して、様々な教え

を映像の中に取り込みました。長老の「聖なる杖」が

返還された場面なども収録しました。

　また、叡智を継承する先住民族の人たちや、賢者、

さらには著名人や科学者にもインタビューをしています。

こうしたインタビューシーンに加え、現代文明のありさま

を振り返るための象徴的な画像や、映像をコラージュ

しています。

　映像のメインテーマは「変化の時が来ている」とい

うことを、体感してもらうことにあります。

──教えを学ぶというより、体感型の映像なの

ですね。

　もちろんたくさんのメッセージから学ぶこともできるで

しょう。しかし、あまりお説教くさくならないように、「感

じてもらう」ことを意識しています。そのため、「癒し効

果」に基づいた音の周波数を

使ったサウンドエフェクトを加えたり、癒しを与える映像

を取り入れたりしています。

　スタイリッシュでクールな感じの映像を目指したのは、

若い世代の人たちにこの映像を見てもらいたいからです。

──スティーブさん自身は、マヤの叡智からどん

なことを学びましたか？

　グレゴリオ暦で生きている多くの人は、時間に追わ

れるばかりで「自分を見失いやすい」と思います。一方、

マヤ暦で生きている人たちは、一日に過去も現在も未

来も集約された「本当の今ここ」に生きている人たち

だと思います。

　それはすなわち、ガイアのリズムであり、自分を取り

巻くすべての環境に感謝の心で生きていけるライフス

タイルなのでしょう。そうした生き方を、映像を通してで

きるだけ多くの人に知って欲しいのです。

Information

『SHIFT OF THE AGES』

プロジェクトに関する情報は、

以下のWebサイトでご覧くだ

さい。

SOTA JAPAN

http://www.sotajapan.org/

一本の貴重なドキュメンタリー映像が、完成へと向かっています。

それが、スティーブ・コープランドさんが立ち上げた

映像プロジェクト『SHIFT OF THE AGES（通称SOTA）』。

アレハンドロ長老の日本での儀式の様子を撮影するため

来日したスティーブさんに、お話を伺いました。

長老たちの
スピリチュアル・セレモニー
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テ・ポロハウ・ルカ・テ・コラコ

1943年生まれ。幼少の頃より、祖父母から

伝統を受け継ぐシャーマンとして育てられ、

3歳の頃には過酷な伝統儀式を授かる。

青年期にはカンタベリー大学へ通い、

卒業後8年間大学で

生物学・科学・伝統を教授する。

ワイタハ族の伝統を伝える

シャーマン、メディスンマンであり、

伝統を伝える施設で、

彼らの先祖の古代芸術や

メディスン（薬草）、ヒーリング等の

手法や思想を復興させている。

著書に『The Whisper of Waitaha』

『The Song of Waitaha』があり、

現在『The Secret of Waitaha』を

執筆中（すべて未邦訳）。
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ショルダー

海岸には、幾何学

模様を感じさせるウ

ロコ状の岩が多い。

ドラゴンや水と繋が

りのある部族を象徴

しているかのよう。

水に祈りを捧げる、テ・ポロ

ハウ長老。

エメラルドグリーンの穏やかな海が広が

り、島中に伝説に彩られた神秘的なス

ポットが点在する。ワイタハ族は、豊富

な海の幸にも恵まれている。
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古くから部族の集会が開かれていた聖なる集会所

「マラエ」。

バリ島とも似た、ポリネシアの神 を々彷彿とさせ

る木彫り。いかめしいものが多いが、芸術性も

高く、素朴な味わいがある。

テ・ポロハウ長老のシャーマンへの道

　1943年大嵐の中、ワイタハの部族の歴史にとって聖なる山で

ある「Tokatoka（トカトカ）」で、テ・ポロハウ長老は産声をあげました。

　ワイタハ族では、シャーマンを選ぶ際、生まれた時の様 な々要素

を考慮します。生年月日、干潮時か満潮時か、夜の場合は月の形、

そして幼少時にどんなおもちゃで遊ぶか、といったことも重要なポイン

トなのです。

　テ・ポロハウ長老の場合は、生まれる前にシャーマンの素質がわ

かり、そのために必要な通過儀礼を3歳の時に行いました。その儀

式は、土の中に3日間埋められるというものでした。シャーマンにな

るにあたっては、意識のクリーニングが必要だったため、埋められた

のです。完全に埋められるため、呼吸もほとんどできず、飲み食い

もできません。当然ながら仮死状態になります。その状態になると、

生まれる前の記憶、過去生の記憶、未来のことや自分のカルマな

ど、様 な々ことを自然と見せられたそうです。

　長老の意識が戻ったのは祖母がオイルマッサージをして彼を蘇生

してくれていた時でした。現代科学のように体・心・魂・霊などを分

離して考えてしまうと、この蘇生は不可思議に思えますが、すべてを

ひとつのものと考えるワイタハの伝統では、驚くべきことではないと

言います。

　シャーマンとしての教育係は、主に祖父母が担当してくれたそうで

す。例えばおなかがすいた時、他の子供なら「魚を捕りに海へ行っ

ておいで」と教えられましたが長老の場合は、ある特定の夜を指示

され「魚の方からやって来るのを待つのだ」と教えられたそうです。

　これは、すべての物事はサイクルがあり、必要に応じて繋がり、

助け合うことを体得するためでした。

　テ・ポロハウ長老の生い立ちを知ると、異種間コミュニケーション

などは当たり前という、持ち前の能力にもうなずけます。
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フリオ・ロペス◎グアテマラ出身。養蜂の家系で育ち、幼少

の頃からハチに慣れ親しむ。1998年、絵文字で書かれた

マヤの古写本「マドリッド・コデックス」に出会う。昆虫学博

士号の修士論文を書き終えた後、2000年までにグアテマラ

とメキシコの蜂について研究し、その後「マドリッド・コデック

ス」の養蜂の章を9年間研究し、マヤ文字の解読方法を見

出した。アメリカ「UCデービス大学」で昆虫学および、多

角的科学の分野における博士号を取得。現在は、グアテマ

ラ・シティ「サン・カルロス大学」研究員であり、グアテマラ・

シティにある生物文化研究センター長である。

http//www.------------------------------
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に
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来日時にロペス博士が訪れた、岩手県盛岡市

にある「藤原養蜂場」。ここは、国内でも有

名な養蜂のメッカのひとつで、日本ミツバチの

自然の巣を観察可能な「人工巣」に取り入れ

替えています。季節が冬ということもあり、ミツ

バチたちは巣箱内で暖をとり、外では活動して

いませんでした。

ミツバチの巣をわが子のように扱うロペス博

士。巣の状態やミツバチが元気かどうかなど、

一瞬で状況を把握します。「各国のミツバチ

の生態を見ると、その土地のコミュニティの

状態までが分ります」とロペス博士。

国内でも有名な「藤原養蜂場」をロペス博士が視察
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●現代の科学者は、「マドリッド古文書」は、ス

ペイン人の侵略があった1556年以前のものだ」

という見解ですが、私はそれには疑問を持ってい

ます。科学者たちが使っている日付の感覚は、

私が発見した古代の時間感覚とは全然違ってい

るのです。私自身の見解として、紀元前400年

くらいのものではないかと思われます。

●「マヤの古文書」は、以前は、一般の人々の

目に触れるようなことはありませんでしたが、よう

やく15年くらい前からネットやコピーという形で、

人々の目に触れるような状況になってきました。

●アメリカ大陸で、書き文字が残っている文明

は、６種類くらいあります。その中のマヤ文明だ

けが、32万5000文字残っています。マヤは非

常に洗練されて進んだ文明でした。「インカ文

明」に関しては、書き文字は全然発達しなかっ

たし、「オルメカ文明」は12種類くらいしか文字

が残っていません。今のメキシコ人と言われてい

る「メシカ文明」の人たちも、書き文字文化はあ

りませんでした。文明によっては、重要なことは

逆に残してはいけないので、口伝にするというの

も事実です。

ロペス博士の
「マヤの古文書」講座
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